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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、20世紀中葉、東アジアの島嶼地域における戦争や虐殺を事例とし
て、各々の紛争後社会がめざすべき救済措置や真実追究、和解実現のための「正義回復」への取り組みと、ロー
カル・コミュニティが創造・発揮してきた経験知の実践との比較検証による紛争研究の構築にある。その結果、
紛争後社会における「負の歴史」の清算に有効とされてきた移行期正義論への批判を踏まえ、紛争後を生き抜く
人びとのローカルな知と実践の潜在的可能性を提示することに寄与した。

研究成果の概要（英文）：Based on examples of war and massacres in the island regions of East Asia in
 the mid-twentieth century, this study concerns the overcoming of the past for the purposes of 
relief measures, the pursuit of truth, and reconciliation leading towards a post-conflict society, 
and aims at the construction of a conflict study rooted in the deployment of experiential knowledge 
as created and demonstrated by local communities, and a comparative investigation thereof. As a 
result, in keeping with a criticism of Transitional Justice Theories that have been seen as useful 
in reckoning with “negative history” in a post-conflict society, the author will present the 
latent potentiality of local knowledge and its deployment by those who have lived through a 
conflict.

研究分野： 文化人類学、歴史社会学、東アジア研究

キーワード： 過去清算　戦後処理　済州4・3事件　沖縄戦　台湾2・28事件　移行期正義

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）移行期正義（Transitional Justice）
とは、独裁から民主化へ、あるいは内戦から
平和な社会へ移行するにあたって、過去の人
権侵害をただし、真実を明らかにし、正義を
実現し、人権侵害を二度と繰り返さないこと
をめざすこと、あるいはそのプロセスをいう。
この移行期正義という発想および実践は、世
界の多くの紛争後社会において援用され、
「負の歴史」を克服・清算するための試みと
して高く評価されており、人文社会科学の諸
領域においてもきわめて重要かつ実践的な
意味を帯びつつある。しかし、一方では、移
行期正義論のもつ限界について様々な議論
がなされてきた。まず第一に、移行期正義を
用いた分析が、「移行期」前の問題（不正義）
を解決し「移行期」後に発展するという単線
的な移行論モデルをベースにしているとい
う批判である。第二に、移行期正義論の見方
は、「移行期」前の抑圧的な権威主義体制の
もとで暴力と人権侵害に沈黙と屈従を強制
され、「移行期」以降になってはじめて声を
あげることが可能になったという、「犠牲者」
像をしばしば容易に構築する。 
 
（2）以上をふまえれば移行期正義論のもた
らす歴史の切断を回避するとともに、紛争後
社会を生きる人びとを強制的に沈黙させら
れてきた惰弱な存在としてではなく、創意工
夫を凝らしながらその生の経験を刻み、記憶
を継承してきた主体的存在として捉えたう
えで、彼/彼女たちのリアリティを解明する
必要があると考え、本研究を構想することに
至った。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究は、20 世紀中葉、東アジア島嶼
部における戦争や虐殺を事例として、紛争後
の社会がめざすべき被害者救済や真相糾明、
そして和解実現のための「正義回復」への探
究と、ローカル・コミュニティが創造・発揮
してきた経験知の実践との比較による人類
学的紛争研究の構築を目的とする。そのため
に、紛争後社会における「負の歴史」の清算
に有効とされてきた移行期正義論への批判
を踏まえ、紛争後を生き抜く人びとのローカ
ルな知と実践の潜在的可能性を探る。 
 
（2）具体的には、従来の移行期正義につい
ての批判を踏まえ、その限界に対する解決策
として、次の三つの側面について考察する。
①紛争後社会を「移行期」前後の連続的プロ
セスとして捉えたうえで、②社会的言説（政
治力学から把握する視点）の時代的変遷を把
握し、③紛争体験者及び遺族個々人（体験世
代）の思いや信念を基点とし、紛争後を生き
抜く人びとの実践に焦点を当てて考察する
ことを試みる。そうすることで、紛争後社会
における「段階的発展」や「歴史の進歩」を
前提とする単線的移行論モデルに立脚する

移行期正義論のもつ限界を乗り越えること
を目指す。 
 
（3）そのため本研究では、20 世紀中葉、東
アジアの島嶼部に生起した紛争の事例とし
て、沖縄戦（日本）と台湾の二二八事件、済
州 4・3 事件（韓国）に焦点を当てる。対象
時期は 1945 年前後の紛争発生以後、現在ま
でとする。 
 
３．研究の方法 
（1）次の三つを重点的に明らかにする。①
国民国家レベルでの「移行期」にみられる「死
者の犠牲者化」のプロセスを検証する。次に、
②紛争体験者の思いと実践についての人類
学的な調査に基づいたミクロな分析を行い、
「犠牲者」像を問い直す。③「移行期」のメ
カニズムとローカルな知／実践との摩擦や
交渉、折衷などのようなせめぎあいの過程を
複合的に検討する。 
 
（2）研究方法は、史資料研究とインタビュ
ー調査、参与観察などを通じて得た情報を分
析し、最終的に研究成果を導き出すことを目
指す。具体的には、①各国・各地域の移行期
正義プロジェクトとして繰り広げられてい
る大量死の意味づけ（犠牲者化）において要
求される体験の立証と記述にアプローチで
きる史料として「援護法」と「二二八事件賠
償条例」、「済州 4・3 特別法」とかかわる行
政文書および「申立書」を収集し分析する。
②村落共同体の中で創られ共有、継承される
記憶にアプローチできる資料として、地域史
資料や記念物、そしてイメージ資料などを活
用することによって分析の多面性・精密度を
高める。③紛争体験者の私的記憶の構築およ
び変容を多角的に把握する方法として、上記
の記述経験を持っている紛争体験者を主た
る対象としてインタビュー調査を実施する。
④国家の枠組みの中で執り行われている公
的な慰霊・顕彰への参与観察とともに、体験
者グループによって創案・運用され今日まで
継承されている弔いの諸実践を参与観察す
る 
 
４．研究成果 
本研究の成果は多岐にわたるが、下記のよう
に、主に三つの側面から概要を示す。 
 
（1）本研究では、各国・各地域における「戦
後補償」及び「過去清算」のプログラムとし
て死者たちが各々の国民国家レベルで「（正
しい）犠牲者」として位置づけられていくプ
ロセスを検証することができた。具体的には、
大量死の意味づけにおいて要求される体験
の立証と記述にアプローチできる史料とし
て、「4・3 犠牲者申告書」と「戦闘参加者に
ついての申立書」、「台湾二二八受難者につい
ての申立書」などを収集し、その記述内容を
分析することができた。そのなかでもとくに、



「申立書」の受理・審査を担当する「済州 4・
3委員会」（韓国・ソウル市）と「二二八事件
紀念基金会」（台湾・台北市）の関係者にイ
ンタビュー調査を実施し、「申立書」の審査
から結果通知、その後の異議申し立てや行政
訴訟などについて詳細に聞くことができた。 
 
（2）上記の「戦後補償」「過去清算」関連公
文書のように公的領域においての紛争体験
の陳述や請願とは別のレベルで、紛争とその
後をともに経験した村落共同体の中で創ら
れ共有、継承されるコミュニティの記憶にア
プローチできる史資料として、地域史資料
（郷土誌、遺族会誌、遺族会の会議録など）
や記念物（郷土碑、慰霊塔、忠魂碑など）、
そしてイメージ資料（郷土写真集、記念写真
など）などを収集し、その内容を分析した。
それ以外にも、個人記録として自敍伝や日記、
手記などを収集し、公的文書における体験記
述と比較しながら検討した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1：「台湾二二八沖繩會」による慰霊の旅。
台湾二二八事件で身内を亡くした沖縄の遺
族たちは、2014 年から台湾政府主催の追悼式
への出席をはじめ、戦前から基隆の社寮島に
あった琉球人集落の跡地などを訪れている。
慰霊の旅の最後には、散乱していた事件の被
害者の遺骨が納骨されたといわれる「萬善
公」という廟を訪れ、沖縄から持ってきた酒
や線香、餅などを供えて慰霊の儀式を行う。
「萬善公」の周辺は南西諸島出身者 3人が行
方不明になった最期の場所といわれる。
（2016 年 2月 28 日、台湾・基隆市） 
 
（3）最後に、紛争後社会における共同体の
再構築、そして個人的次元の癒しへの展望を
模索するための試みとして、国家の枠組みの
中で執り行われている公的な慰霊・顕彰（沖
縄全戦没者追悼式と 4・3 犠牲者追念式、二
二八事件中枢紀念儀式）への参与観察を実施
した。これとともに、体験者グループによっ
て創案・運用され今日まで継承されている弔
いの諸実践を参与観察した。済州 4・3 事件
とかかわる弔いとしては、儒教儀式としての
忌祭祀と、心の傷や怨恨の感情を癒す女性た
ちの宗教実践としてのクッ（シャーマニズム
の祭祀）を視野に入れた。沖縄戦と台湾二二
八事件の死者／行方不明者への弔いの中で
は、清明祭（シーミー）と十六日祭（ジュー
ルクニチー）、慰霊の旅などについて参与観
察できた。また、それらが国家主導のコメモ

レイションと葛藤・折衷・融合する様相も射
程に入れて分析を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2：「済州 4・3 平和公園」にて開催さ

れた「第 68周年 4・3犠牲者追念式」。（2016
年 4月 3日、韓国・済州市） 
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